
 

意見交換会実施報告書 
 

開催日時 平成２４年１１月９日 午後７時００分～午後９時０５分 

開催場所 社公民館 大展示室 

出席議員 
 大厩富義（責任者） 二條孝夫（司会） 

 八木 聡（報告者、記録者）勝野富男（報告者） 

参加 

市民数 
 ６人  

議会報告

内容 

・平成２３年度決算について 

・昨年いただいた、ご意見・ご要望の検討状況について 

・議員定数等について 

意見交換

内容 

（要望提

言等） 

 

質問・要望・意見等 当日の回答 

１ 

現在、社地区には議員はいな

いが、議員のいる地区と、い

ない地区とでは不公平はある

のか。 

議員がいる・いないは関係ない。

地域によって不公平があってはな

らない。 

２ 

小規模な地区は議員を出すこ

とが難しい。美麻、八坂では

小選挙区制を採用した。議員

定数の見直しをおこなってい

るようだが、選出方法はどう

なっているのか。 

法律上、小選挙区制を選択できな

い。合併特例法で合併したときに

１回だけ小選挙区制度で選挙がで

きる。平成１９年に美麻、八坂地

区では実施したが、現在は実施で

きない。 

３ 
市議会議員に秘書をつけたら

どうか。 

市民理解が得られにくいのではな

いか。 

平成２２年に制定された議会基本

条例では議会事務局の強化が謳わ

れており、事務局の強化が必要だ

と考える。 

４ 

現在社地区の公民館長は民間

出身である。それまでは市職

員 OB であった。現在の公民

館長は運動会など様々な改革

をやっている。これからも民

間から出してもらいたい。 

ご意見として承り、行政へ伝えると

ともに、議会としても検討していき

たい。 

５ 

自治会長のなり手がいない。

手当てを増やせないか。 

市長は検討しますとのこと。

モチベーションをあげるため

に自治会長手当てを増やして

もらいたい。 

ご意見として承り、行政へ伝えると

ともに、議会としても検討していき

たい。 



 

 

６ 

自治会長が忙しすぎる理由の

ひとつに、行政側の責任逃れが

あるのでは。例えば、公共交通

網では、行政側が案を出せばい

いのでは。自治会長の仕事を減

らしてもらいたい。 

ご意見として承り、行政へ伝えると

ともに、議会としても検討していき

たい。 

７ 

山下は迷惑施設を３つ抱えて

いる。館之内で立候補したの

で山下の問題が増えた。 

ご意見として承り、行政へ伝えると

ともに、議会としても検討していき

たい。 

８ 

本来地縁団体は独立している

が、連合自治会から降りてき

たものは断れない。 

ご意見として承り、行政へ伝えると

ともに、議会としても検討していき

たい。 

９ 

自治会未加入者に対する扱い

は手厚いのでは。広報等を未

加入者は取りにくる、もしく

は送料を有料にすべきではな

いか。 

ご意見として承り、行政へ伝えると

ともに、議会としても検討していき

たい。 

10 

未加入者の方がメリットが大

きいのでは。広報は自分でと

りにいくようにしたらどう

か。独居老人が増えおり、自

治会を抜ける人が増えてい

る。現在は７５歳の独居老人

と８０歳夫婦は３ヶ月間自治

会費を減免して対応してい

る。抜けたい人をとどめるこ

とで精一杯なのが実態であ

る。 

ご意見として承り、行政へ伝えると

ともに、議会としても検討していき

たい。 

11 
祭りを理由に自治会に加入し

ない人もいる。 

ご意見として承り、行政へ伝えると

ともに、議会としても検討していき

たい。 

12 

自治会長にあて職が多すぎ

る。自治会長が呼ばれて説明

をその都度うけるのはどう

か。 

ご意見として承り、行政へ伝えると

ともに、議会としても検討していき

たい。 

13 

 

一つの例として、「あいさつ運

動」については言われる筋合

いのものではない。 

ご意見として承り、行政へ伝えると

ともに、議会としても検討していき

たい。 



 

 

14 

いらないことは減らしていく

べき。色々な行事についてイ

ベントをやることが仕事にな

っている。根本的に何が必要

で、必要がないのかを考える

べき。効果を考えるべき。 

ご意見として承り、行政へ伝えると

ともに、議会としても検討していき

たい。 

15 

温泉パイプの敷設替えを真剣

に検討すべき。計画的に考え

ているのか。 

現在担当課を中心に検討、対応中

である。 

16 
電源立地交付金の使途を明確

にすべきではないか。 

時を経るにしたがって、使途が自

由になっている。一般財源のよう

になってきて、使途を明確にする

必要が以前ほどではない。 

17 

大町市は水が豊富といっても

大丈夫か。水源を外国資本か

ら守らなくてはいけない。 

松本市、安曇野市、塩尻市や他の

町村と協議会を設立し検討してい

る。しっかり監視していかなくて

はいけない。 

18 

人口増加対策を急いで推進す

ると問題が起きるのではない

か。安い住宅を供給するでは、

都会から問題がある人が来る

可能性がある。景観・町並み

を整えるなど魅力ある市をつ

くっていくなどの方法で進め

ていくことが良いのでは。 

また、去っていく人の原因を

調べるべき。 

市の活性化策として、本来やるべ

きことをしっかりやることが第一

だと考える。 

例えば、子育てや農業に力を入れ

るなど、ターゲットを絞る必要が

あるのではないか。 

19 

観光に力をいれるべき。美麻・

八坂と合併し、観るところも増

えたのだからもっと巡回でき

るようにすべき。もっと宣伝、

活用すべき。 

ご意見として承る。 

その他 

特記事項 

 

 

 

平成２４年１２月２１日 

 

政策調整委員会委員長 様 

 

             上記意見交換会責任者  大 厩 富 義 ㊞ 


